






































































































院でも2015年4月より条件付き MRI 対応ペースメーカの MRI 検査を導入し
た。それに先立ち、当院における MRI 検査マニュアルを策定し運用したので
報告する。



























































PACS と略す）の導入を行いました。その後 PACS の冗長化、保管容量の増
設を経て、平成23年9月より、医用画像（放射線部門画像）の外部保存を他施
設に先駆け導入した。今回、この外部保存の導入時のシミュレーションが、現
状と乖離しているかを検証する。
【目的】導入時のシミュレーション値をベースに、年度ごとの保存画像量推移
及び経費について検証すると共に今後の状況を推測する。
【方法】1、排出画像量について、シミュレーションと年度推移状況を把握す
る。2、シミュレーション値と年度推移について、画像容量及び経費の乖離に
付いて検証する。
【結果】当院では、電子カルテへの移行に伴い、PACS への接続モダリティが
増加し、更に超音波検査及び外部画像の保管が決定した。その新規発生量は、
年率24％の増加となっている。経費においては、年率11.5％の増加となった。
シミュレーション時の費用との比較は、個別契約やパイロットのメリットを勘
案すると約33％の過小となった。
【考察】年度毎に排出される医用画像は、モダリティの増設や撮影方法により
増加の一途となる。更に、経費も同様である。しかし、外部保管により、保守
契約や容量増設費用の解消により、経費が削減されている。また、外部保管を
導入していない場合は、容量が枯渇し、新たな増設を余儀なくされたと推察さ
れこの事は、経費の削減につながったと考えられる。今後は、イメージライフ
サイクルマネージメント（以下 ILM と略す）を担保する事により、経費の削
減若しくは一定化が図れる事から、早期の ILM の導入が望まれる。
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